
Ⅱ 言語の起源 ･心理からみたヒト化の問題

行動にみられる霊長類の

コミュニケーションの進化

- ニホンザルのグルー ミング

をめぐる記号的行動について

森 明 雄 (京大 ･理)

1. は じ め に

コミュニケーションの進化,さらには言語の起滋とい

った問題には,まだ距離があるが,今回は,ニホンザル

における記q･的行動のFW･折の結共を示す.

伊谷 (1963)は,ニホンザルの 1対1の個休問にか

わされる伝退行動のEi蛮性を指摘し,人間の言語発生

との凹迎において考察 している｡ これらの行動の中に

は. rllytllmiclipmovement,display,presenting.

mounting符があり,また少数の音声が含まれている｡

伊谷は,これらの行動は単に本能的である行動よりは,

寂現的であり,また記号的な意味を持 ちうるとしてい

る｡

準者は,grooming行動に特有な記号的行動が存在す

ること,grooming行動のためにとくに分化した,群れ

によって-Tt･なる行動と音声群が存在することを発見し

た｡さらにこれらの行動並びに音声は,個体同士が,一

定の距批以上は近づくことができない,すなわち個休同

士が避けあっているという構造が韮盤にあって,それに

もかかわらずたとえば grooming の関係のようには近

を必要とする場合に見られることを示した｡

このような行動ならびに音声群の分析にもとづいて,

ニホンザルの記号的行動の性質を明らかにし,前言語的

記号の性矧 こついて論試した｡また,社会構造とこれら

の記号的行動の関係,および言語の発生のための条件に

ついても考察した｡

2. 方 法

'd17J正対射 ま.宮崎県串間市市木串島に生息する野生ニ

ホンザルである｡この群れは1952年以来餌づけされてい

て,血緑凹係が完全に明らかにされている｡観察者以外

には.人の全くいない状態で観察を行なった｡調査期間

は,1970年と1971年のともに定である｡方法は,森の中

の平坦な切所に,1.5時間ととに小麦をまき,サルが小

麦を食べ終った時点から, 1頭の個体を追跡し,他の

個体と出会ったときに交わす一連の行動を記職した｡こ

れを繰返して,1頭について,計9時間程度の記録を得

た｡grooming行動については,個体追跡以外にも祝祭

ケースを集めた｡

3.結 果

個体追跡を行なった結果,母親とその子供同士はよく

出会うが,血縁袋団を異にするサル同士はなかなか出会

わない｡そして出会った場合は,接近に対して回避.あ

るいは攻撃的.または防禦的な行動が見られることが多

い｡すなわち群れ内の母一子以外の個体関係の基盤に

は,避け合うという関係が一般的な械柄として存在して

いる｡grooming行動は,この ◆避け合う.という機構

をつき破ってはじめて成立するものであり,それを破る

ための種々の行動が攻醗性をおさえた形で見られるので

ある｡

このこのように grooming は一般に,つぎに示すよ

うな一速の行動を経てはじめて可能となる｡H,rl滋は

groomingをしようとし,されようとする2個体問の一

巡の行助がすべて欠けていない場合のシェマである｡

1) ｢鵜になる｣,｢伏せる｣

まず. ｢groomingをしてほしい｣という意志表示の

はっきりとした例として,grOOmingを受けるDlFJの ｢杭

になる｣,｢伏せる｣という行動がある｡

イモ (18才,♀6位)香,合計540分ri)個体追跡をし

た際,イモと他の個体との間に行なわれた grooming

のすべての例を節2鼓に記載する｡

節2表では,相手のは近に対して ｢班になった｣また

は ｢伏せた｣という行動が見られた例は.groomingが

成立した16例中11例を占めている｡また.｢蛸になる｣.
｢伏せる｣という行動を行なった個休が.すべてのケー

スで groomingを受けている｡｢杭になる｣という行動

が純粋に ｢groomingしてはしい｣(あるいは ｢groom-

ing してよい｣) という意味内容をもっていると考え

られる｡｢杭になる｣をこのような内容をもった記号

とはっきり見な しうるような 1例をつぎにあげておこ

う｡

例1.スギ (♀3才,ハスの子)がハス (♀12位)の

班に行って桟になる｡-スがスギを grooming｡ハスは

groomingをやめる｡スギが,ハスの前に行って杭にな

る｡するとそのスギの前にハスが班になる｡スギは起き

あがって,スギがハスを groomingする｡('70,Sept.

5.I:22)

ー 82-



第 1表 矢印は働きかけを示す｡

groomingをするm L groomingを受けるqLlJ

あ る 程 皮 近 づ く

音 声 を 究 す る

音声を発しながら,lip

smuckingをしながら

さらに接近

groomingをする

- - )

- - )

E= -

｣ ==‡∃

杭になる,伏せる,lip

smuckingをする等の

groomingを受け容れ

る用意があることを示

す行動

第2表 イモの個体追跡中に見られた仝 grooming｡ Aはイモが行なった行動を示 し,Pは柏手が行

なった行動を示す｡例えば接近のAは.イモの方が相手に近づいて山会ったことを示す｡

個 体 名 イモとの続 柄 接近 コ 晋 グ 守 ク 晋 行 動 grOOmlng

イ ラ 子1才 含 A* × × × 杭 に な る P A

イチ ョウ 子2才 ♀ A × × 〉く 仇 に な る A. P

〟 〟 P × × × 机 に な る A P

イ カ ル 子4才含 P × × × 伏 せ る A P

イ ス 子5才 ♀ A × × 〉く 班 に な る A P

〟 〟 P × × × 杭 に な る P A

イ ネ 千(独立)11才 ♀ A × × × 杭 に な る A P

〟 〟 P 〉く × × × - P

〟 〟 P 〉く × × 杭 に な る A P

ネ ギ 孫(イネの子)4才 ♀ A × × × 桟 に な る A P

〟 〟 P ･× × × 杭 に な る A P

サ ク ラ ♀2位 A × グ .グ .グ .グッガグー (A) × lipsmucking杭になって脱を見せる AP A

エ コ ♀4位 A ゴ .ゴと小さくゴ .∫ .ゴ(A) × × サクラのBの手をひっぼる A A

〟 〟 A ゴ .ゴ (A) × × × A

〟 〟 A × × × lipsmucking A A
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抑2滋にもどる｡ grooming の前に音声が伴った例

はすべて, 自分の子供,または娘の子供以外の個体と

groomingを行なった場合にかぎられている｡これは,

母と子,その子供同士はよく出会うが,それ以外の個体

は互いに避け合っているという,すでに指摘した個体問

の回避級的の存在を示すものである｡

2)groomingに先行する音声

groomingを行なう前に,2頭の個体の問で,軽々の

音声がかわされる｡<ゴ･ゴ･ゴ>,<ウッガ･ガ･

ガ>.<グ･グ>,<クー>といった音声である｡これ

らのとのIE･')'Jにもgroomingが伴う.異なった種類の音

河に個別の塩味はでてこないが,一連の行動の中に,こ

れらの昔Pのいくつかが同時にふくまれている場合を調

べてみると.それぞれの音声は異なった意味をもってい

ることがわかる｡

例2.サクラ (♀2位)が.イネ (♀6位)の杭2m

に来て<グー>と一声なく｡それを見て,ハス (♀12位)

が<グ･グ>とサクラにむかってないて lipsmucking

をする｡サクラがハスの前を通りすぎて,木の上.地上

1mに.ハスの方を向いて坐る｡ハスは<ゴ･ゴ･ゴ>

となき.ついで<ゴ･ゴ･='･ゴ>とないてサクラに近

づくが.しかし,サクラに接するまでの距離には近づか

ない｡サクラが木を下りて.ハスはサクラをgrooming

する｡ (■70.Sept.5,1:45)

同様にして.ある個休が他の個体に近づいて groom-

lngを行なう過程で発する音声の種類を,接近してゆく

時nqの柾迫に従って配列することができる｡すなわち,

<クー･クー>-<クッ･クッ･クッ>-<グー･グ

ー>-<グ･グ･グ>-<ゴ･ゴ･ゴ>.<ウッガ･ガ

･d>,<ギ.1･ギュ･ギュ>である｡

この一巡の音声のうち政後の3種は,とくに注目する

必lLiがある｡この3柾の音声は,一巡の行動の中で同時

に発せられることはない｡また.groomingとの関係の

深さという点からは同列に並ぶものと考えることができ

る｡さらにこれらの音声は,群れととに異なっているの

である｡地山の群れで.餌者が観察 したところによれ

は.<ゴ>という音声は,grooming行動の際に1音だ

けIll発で先せられる例はあるが,連繋した形で発せられ

ることはない｡また<ウッガ･ガ･Li> という音声は閃

かれていない｡嵐山では,これらと同じ内容をもつ音声

として,<ゲ一･ゲ一･ゲ->がある｡嵐山における<ゲ

一･ゲ一･ゲー> という音声は,串良における<ゴ･

ゴ･ゴ>,<ウッガ･ガ･ガ>などと同様に｢grooming

をしましょうか｣という内容をもった記号になっている

と考えてよい｡

韓日におけるこれら3柾の音声は,groomingに先行

するといったシチュエーション以外の音声活動の中に全

くあらわれないというものではないのであるが,別の情

況でも発せられる音声が,groomingの場合に特異的に

固定した形で発せられ,安定した意味をもち,記号とし

て一般化されているという点に注目 しなければならな

い｡
一方.<グ･グ･グ> <ク･ク･ク>という音声は,

どの群れにも見られる音声である｡伊谷は<グ･グ･グ

>という音声は,rhythmiclipmovementと関係があ

ることを指摘し,さらにrhythmiclipmovementは緊

張政和の役割を果しているとしている｡groomingの場

合も同様に用いられているように思われる｡そして,こ

の音声が,接触を必要とする社会関係であるgrooming

において.とくに緊張政和のためによく用いられて,

groomingのための音声としての分化を見せているとい

うことも考えられる｡

3)記号に対する共通な認識

これまでに述べた音声と行動は,①それを受けとるDlrJ
も同じ記号として受けとり,適切に反応するかどうか,

⑧それが,どの程度その郡れの中で共通な,また安定し

た記号として通用しているか,ということが問題になる｡

①についてはすでに述べたように,コミュニケーク⊥の

記号的音声に対して,コミュニケ-ティーの記号的行動

が反応として対応的に見られている｡そして,これらの

行動によって,最終的に groomingが行なわれるので

あるから,この音声と行動を記号のやりとりと見なすこ

とができる｡◎のどの程度共通に用いられるかという点

については,個体別の1)スト(節3表)をつくった｡

<ゴ･ゴ･ゴ>という音声は,<ゴ>のみ単発で発せ

られる場合は.相手の注意を喚起するという意味をもっ

ている｡この単発の<='>という音声を,groomingを

行なう過程で発する個体は多い｡しかしこれを迎兜して

発するのは,1970年,1971年ともに同じ個体が光した例

は3頭で,全部で8頭の個体が発している｡<ウッガ･

ガ>は5回,<ギュ･ギュ･ギュ>は2gIである｡そし

て,これらの音声を発する個仇は,頻繁に grooming

に際してこれらの音声を発する｡すなわち,これらの音

声は,ある程皮は個休に特異的な傾向をもつといってよ

い｡
｢脚 こなる｣,｢伏せる｣といった行動は記号として

の安定した忠味をもっている｡このほか, ｢grooming

をしてほしい｣という意図をあらわすときに,相手のア

カンボウをひっぼる個体が1頭いた｡

これらのことから,ニホンザルにおける記号行動は,

本来個体中心的かつ慈恵的な表現であるといえる｡それ

が容易に受け容れられているのは,披らの音声または行

動のレバ-I))-が共通の理解可伐な木能的去ち盤をもつ

ことによる｡また, この個体中心的かつ恋忠的な袈現
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節3衷 groom言ngに関する音声の個休1)スト｡G:音声を発して grOOmingに至っ
た例｡non･G:音声は発したが groomingには至らなかった例｡○:1971印
に1'rJlた音声の例｡△ :1970呼に得た音JTfTの例｡- :音声の採爪できなかった例｡

イ旬略名(dJS)iBコtIも コ●単も 也.,が.が 1'1.ギln.Ill ダークJ.クt' クー●ウ-守 rt○rヽ年 .年 nCIrtq 句 YICIYt年 句 hdhq 早 h〇一1守 守 rt○Y1守

サ グ.ラ ○ ○.O.

ウ カ キ ○ ○ ○

エ ゴ △ ㊨ △

ゴ マ - - ○ 由

1 } < △ くつ ㊨ ○

イ =巳 ㊨ ○ ･.○ -

ィ . ス ○ ○ ○ ○ ○ ○
イ キ ○ △ △ ○ ㊨

7 ** - - -

サl イ ○ ○ ○ ○ ○ ○

す､ 九一■ソ ○ ○ ○

ハ ス △ ○ ⑳ △ △ ○

ハ マ - A

) 7 -:/I 0 ○ -

ノ で ㊨ ㊨ ○

ナ, シ ○ (⊃ - - △ ○ △

シ l<l ○ (⊃ ○ ○

シ イ ○

ナ ツ

･ソ が ㊨

､リ Tfl

ヤ サ △ ○ - 也 △ ○

ヤ l リ △ ○ - A ○ ○
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那,個休閑の回避扱横を基盤にして選択され,次第に安

定した忠妹をもつようになり,記号として群れ内の個体

問の共通の理解にまで達するものと考えてよい｡

4.考 察

すでに.ニホンザルの記号行動の性質については考察

を加えてきたので,ここではとくに,記号行動と社会構

出との関係について述べたい｡

ます,記号的内容をもった音声と行動が grooming

をめぐる社会関係の中に発生した点が注目される｡すな

わち grooming に先行する音声は,個休間の回避扱横

に韮盤をもっている｡また,groomingは,本来個休間

の対等な社会関係の上に成立しうる行動である｡伊谷は

mutteringが人間の言語へつながるとし,mutteringに

屈する音声は少ないが,それとアイデソティカルな社会

行動のカテゴリーに屈する行動は多いとしている｡そし

てさらに,これらの mutteringに屈する行動がすべて,

段位,劣位関係およ.び性関係に関連したものであり,社

会的順位と性行動といった社会関係こそがコミュニケー

ションの進化を促進せしめていることはとくに重視すべ

きであるとしている｡

笹者の結果も,社会梢迫がコミュニケーションの発達

にとって重要であることを示す｡しかし順位といった非

対等な原則の上にたった社会的関係よりも,対等な社会

関係の上にたつ grOOming 行動においてあらわれる記

号が言語とのより深いつながりをもつものとして注目し

なければならないのではないかと考える｡

文 献

Itani,∫.(1963):Vocalcommunicationofthewild
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未開民族の心理

- へヤー ･インデ ィアンを中心に

原 ひ ろ 子 (学習院大)

t. は じ め に

私に与えられた題は,｢未開民族の心理｣という題で

あった机 宍際に調査した,カナダの NorthernAtha-

bascan雷王族に屈するへヤー･インディアンについて報

Juhしたい｡へヤー･インディアンは,マッケンジー河と

北梅田線が交叉する地域に住む狩猟探究民で,1961-63

の時点では,その生活の大部分を狩猟･採集･漁粉に依

存し,fR労働などの収入は少なかった｡

彼らの狩猟域は,日本の本州の半分位の面積があり,

そこに350人前後の人間が生活している｡18世紀末弟以

降の白人旅行者,毛皮交易業者,宣教師などの残した記

録から推定してもこの地域において擁し得る人口は300

-500であると思われる｡森林限界線のすぐ内側にあり.

地域の半分は低いヤナギその他の甑木,残りの半分に

は,シラカバ,エゾマツの細い立木がうっすらとはえて

いる｡ウサギ (Lez･usameT･icanus)は常食の一つであ

るが,これが10-8年の周期で populationの変動を示

すので,その谷間の年には餓死者が出ることもしばしば

であった｡

ウサギ以外の食用動物としては,ムースとカリブが主

なもので,テン,晦狸, オオヤマネコ,キツネなどは

毛皮交易用に民や銃でとらえ られる｡魚には,マス獄

(Coregunusclupeafol･mls,SEenodosmacken3EiE,Cris-

Eoromerwamaycush,Thymallussz-gTZZfer), カワメ

ソタイ (LolaZepEura)その他があり,食用に伏せられ

る (この地域の植物,毛皮臥.鳥類,魚類のリストに関

しては須江,1964ないし1966を参用されたい)｡

ヘヤ一･インディアンは,食物を求めて,キャンプを

移動するのだが,一つのキャンプ地にとどまる)的問は1

日ないし1-2カ月で各テント(原則として ､核家族.

的構成)が移動の単位である｡一つのキャンプ地には常

に1-12のテントがあるが,それが袋田をなして移動す

るバンドを形成してはいない｡しかも,テントを構成す

るメンバーも常に変動する可能性を含んでいる｡ ､夫

描.たる男女も,お互いにあきてくるとしばらく相手を

変えてテントやキャンプを移動するし,5才ぐらいから

'子供 (弟子も多い).ら, ､親. と気まずくなると,

しばらく他の人のテントへ移ったりする｡そのほか,揺

候的乍者もしょっちゅう山人りする (以上については,

須江,1964,SavishinskyandHara,inpressを参用

されたい)｡

へヤー族は.明確に ｢われわれへヤー｣という忠弧を

もっているが,このヘヤ一族を統率したり,代表したり

するようなリーダーはいない｡社会的制裁は,シャーマ

ニズム信仰の休系の中に組みこまれている｡

2.へヤー･インディアンの心理的特性

へヤー･インディアンの心理特性として私が観察した

ものを,いくつか列記すると次のようになる｡なお,語

の用法や文章にくわしい説明を要する点が多いのだが,

紙面の関係上,省略せざるを得ないので,以下に箇灸び

きにしておく｡

2.1個 人々が ｢自分で生きている｣ と感 じており,

｢人と共に生きている｣とは感じる事が少ない｡幼少時

からのしつけ方の中にもこの点が強調される (日本的

､甘え.の極度に少い世界だ)｡
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